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静岡市西部砂芦T峰附isの瀬戸川累層群中の
石灰岩層とこわに伴う巨斑品玄武岩層

鮫 島 輝 彦場. 内田俊太 邸機

静岡市西部自牧ゲ各，赤目ゲ谷.宇津ノ谷Eび吉津也図書名落K囲多わた地

被白地質調査を行い，特I'CC<D地域担瀬戸川累層群中 。石灰岩層と己れ K伴

ラ巨斑品玄武岩層白分布を明か ~( L.たりで簡単陀報告する。

誠査地域は藁科川と丸子JlIftは吉ぎれた低い山地で .海抜 41 日m<D駿河

峰在最高点とする。 ζ 白地銭。山I!!!斜面はぞや急般であるが，露出はあをり

(6) 
良〈老い。地却の北東部は暁新統と考えられている 瀬戸川累層群。天徳寺

層群が分布し(1)位) 地区り南東寄り Kは高草山アルカリ火成岩体が分布 Lτ 

し、る a

支徳寺層群はC白地区内では一般走向 s4目。 E.同斜5目。W を示1.-.下部

は頁岩質互崩 .ま た上部は砂岩勝互膚と在っている。 頁岩口一般虻珪質暗灰

色白も白で ， 局部的 tc~電鉄鉱塊を含んでレる事がある。 砂岩は王と L て中粒

D もむであるが時 K細粒の都分も見られる。 風化面は黄汚色を呈するが新鮮

念菌では灰邑乃至灰背1色である。宇都ノ谷では炭化植物片を含むも Dがあっ

た。

戸一石灰岩層は下部白頁岩層中医介在1.-.主設も白が二廠存在する。

産主より駿荷峰，大炉を経て宇津ノ谷虻至。 そD延長;1)'阿部町医達する ー

層拡 ，層厚 D 変化少〈極め τx<連続し ，本地捗IC01> H ゐ天宮車寺層の一層準

を示す錠膚と在ると考えられる。 ζ の石灰岩拭府厚 40 m 乃至 80 mで ，風

化函では灰白色を呈Lてい為が，新鮮を割れ口で目灰黒色を示す珪費不純全

石灰岩で 。泥灰岩と呼ぶ方が適当である。研磨間Eび薄片下肥小帯有孔虫串

其他同定不能食事数白生物化:6'.が見出さ れる。 脊藤常正氏は宇津ノ谷峠の;;$:

胞から暁新1It!I'! <D GI叫 W 叫 alia を発見1.-1t (:る)。

他D一層はさらに幾骨泥質不純投石灰持層で ，牧ガ谷より観昌院額肥そも、

県ガ谷Vてわたって丹布 Lているが. ζ 由層は府厚の変化激1.-<県ガ谷以南陀

は分布してい念い。

産主から 字;$"ノ谷K至る石灰岩艇はそ白 下位匹薄い穣灰岩廟を距てて， 巨
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!II.品争有寸<.宝震特R習を伴勺ている。とのす官事府院厚表 5m内外で.産主

南方 1Ki1附近で 50 m程度K厚〈会っている曲ではほぼ均慣習E厚きを示l-.

産女から字樟ノ在i%延 長 5Ki1以とも連続して分布Lている.

1:(1)玄武岩府は径 1cm乃至 3cm(1)変質した斜長石白巨斑品を多量u'C含む特

異を岩積で1:れと同種のも白が瀬戸川累脳群中陀既医数筒所から斑出が知

られている。島田市笹カ久保(3) 全国代東方 1KJ，(3) 藤枝市天王山間方 600

m (3)(4) 静岡市水見色提カ淵(5) 縛附市羽鳥百可能院北東 50 0 m (5)及び全大

(司
野田西方 1K..附近 で.暁虻天王山の も白は部分的医著るしい柱状節理を示

l-.互局面5的正巨斑品が集中して殆ど石;tl;が隠 b らわ含い様た 郁分も知られ

てい石。

従来(1)a酉査者自見解によると， ζ むような巨斑品玄武岩は質入岩と古れて

いたが.本地絡む石灰岩腸陀伴うものはそ白上・下位K簿謄ではあるが間隙

念撮灰岩障を伴在い .ζ む部分庄は全〈破砕きれてい念い石灰!!i.小型有孔

虫等多数の生物化石が検出吉れ，主玄武岩が局部的 K カス孔D 多い組織を示

す事などからιo岩層は熔岩であると推定吉れ.石灰岩白地積は己 0 塩基性

火山活動と密接K関係 Lているものと考えられる。

巨斑晶玄章受岩は変質した巨斑晶長石田他 K新鮮念普通の式きさの中性長 石

斑品を多少含有l-.石基は普通輝石.中性長石.磁鉄鉱盈ぴ緑泥石より成り

時陀ガス孔を充撰Lて郡石が存在する。石基白緑泥石由一部位オヲープ石白

変質物であるかも知れ念い。

巨斑晶は完全 虻 ソーシ s ル石化吉れた由形手ト昼寸る斜長石が主で，事告忙緑

簾石化l-*:角閃石D由形結晶も飽められる。巨斑品目含角閃斜長石岩を瀕と

サる捕獲晶であると推定きれ.由形を呈する斜長石巨斑品目結晶の角が

丸味~帯び.時虻世帯滴哩j 陀溶蝕者れ Tいるも白も見ら拘る e
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